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釧 路，炭田の 粘土 層 に就 いて

岡

　　

崎

　　

由

　　

夫

北海道学聾大学釧路分校地学研究室

Ｙｏｓｈｉｏ ｏＫＡＺＡＫＩ：

　

ｏ１１ｔｈｅＣ１ａｙ Ｂｅｄｉｎｔｈｅ ＫｕｓｈｉｒｏＣｏａＩＦｉｅｌｄ，

は

　

し

　

が

　

き

　

釧路疑田に於ける、 佐々北大教授の春株層中、 現在春

探坑その他にて稼行中の主要石羨層の直上に、灰白色な

凝荻質の粘土層があり、場所に依っては暗荻紙色を呈し

てるものである。 何れも野外に於て、 吸水し膜状を示し

てることモに注意をひくものである。

　

筆者は在学中、 この粘土に就いていささか研究したろ

所あったが、 更に此れに検討を加へて発表し、先輩諸学

兄の御批判を戴きたいと存じます。

　

本研究にあたり、元東北大学高橋純一博士並びに八木

次男教授より御指導賜りましたことに、 深甚の感謝を申

上げる次第です。

（１）現

　

出

　

状

　

態

　

この粘土は荻白色の凝荻質轍密であり、場所によって

は晴荻織色の片歌石鹸様を呈している。その両者の間の

現出状態の差違は明かでない。 その分布は鹿く湊田に亘

る様であるが、 筆者の知る限りは春深坑（釧路市）以東別

保坑（現在休山、 釧路村）附近までである。 その厚さは

２０糎より８０糎までに及び、 前言巳主要稼行石淡層の直上に

堆積し、これが鰐採炭上大いに迷惑してるものである。

その粘土層直上はアルコーズ砂岩 （この砂岩については

後日発表の機会を得たいと考え・（る）が厚く発達してい

るものである。 この粘土が吸水し膨厭を呈することば前

言巳した。

（２）宣

　　　　　

駿

この粘土の性質その他を調べるため、春探及別保両坑．

中の晴荻緑色の、 炭質物やその他不純物の入って無いと

思われる粘土を挑んで実験に用いた。

（ａ）天秤に依る比重測定の結果、 その比重は略２．０前

後であった。

（ー））この粘土の沈降現象を徴するに、 試料を水中に投

じ橿拝した後、 瀞置し観察したが４０日間に到ろも間完全

る。 この加熱速度は毎分５０ｏＣである，
・その結果は第二表、．

第一図に示す如くである。 ・

　

この結果によると、 吸着水 （ーＨ２０）は略１５０ｏＣまで

に脱水し、 叉組成水は（十Ｈ２０）は６５００，Ｃで脱水を完結

する。 この種の粘土鉱物の型はモソモリオナイ Ｈ′こ見出

し得るものである。

（ｇ） 更に、その熔融点を測定するため、小型Ｓｅｇｅｒ錐

を作り、 電気炉中にて加熱したが、約 ＝ｏｏｏＣ 附近より

軟化し始め、 １２８５ｏＣにて先端が台上に倒軟するに到っ

に沈澱せず、 懸濁状態を示したが Ｖａｒｖｅｐｌｌｅｎｏｍｅｌｌａは

明かでない。 然るに５％の食塩水にては、，約６．５時間に

て完全に沈降するに到った。

（ｃ） 膨潤性の有無判定の篇、 内田氏の食塩凝結法を用

いた。即ち・試料０・５ｇをとり・水３０ｃｃを加えて分散させ、

更に７．５ｃｃの水を注加し、 よく耀梓させた直後、これに

ＩＮ ＮａＣＩ溶液１２．５ｃｃ

　

を注力＝し、 水平に激しく５０回振っ

て静置する。 かくて上の分散質が沈降し、全容一塊のゼ

リー歌となったその沈降容積の２倍のｃｃ数を以って凝結

客とするものである。

　

この粘土に就いては略７ｃｃである。 膨潤性なき粘土は

５ｃｃ 以下で、 品位中位なるものは６０ｃｃを示すと言はれる

が、本粘土はその膨潤性を僅かに示すに過ぎないＪ

（ｄ）此れをフェノールフタレソにて検するにアルカリ

反窓を示す。

（ｅ）その化学分析の結果は第ー表に示す如くである。
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（ｆ）粘土の加熱減量即ち加

熱脱水量の各温度に於ける礎

化量から、 その構成鉱物を推

定せんが鴬、 次の方法にて測

定した。

即ち、試料５ｇを電気炉中に

て各一定の温度に一時間熱し

此れをデシケーター中にて冷

却秤量し、その減量を測定す
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た， その色は赤褐色であ・り、ＳＫ、９番に相当するもので

ある。

（３） 顕微鏡下の観察

　

これを顕微鏡にて観察すると、．粘土鉱物は一般に淡灰

褐色乃至淡荻黄色なる微晶を示し、賜い複屈折を示す。
これの浸液法による屈折率は Ｎｎ・ａｘ．１．５２，Ｎｍｉｎ． １．５１

である。 この値はモソモリオナイトに路近似するもので

ある。叉これ等の間に、 長石（斜長石）、 石英及票雲母

等が散在してるが、 その他湊質物も少々見られる。斜長

石は比較的角のあるもので、多少分解されている。石英

も同様角あるもの多く、 黒雲母は一部分解し総泥石？に

愛化してる。 これ等三鉱物は原岩の鉱物組成を推定せし，

むるものと考えられる。

（４）生

　

因

　

考

　

察

以上の事実より生因を考えるとき、．この粘土の原岩は

酸性火山岩質一斜長流絞岩質一凝灰岩であろうと推定さ

れる。 即ち、前言巳三鉱物の存在は斑晶に当るべく、 叉そ

の披璃質の部分が粘土鉱物の生成を促したものと考へら

れる。 而して、その風化現象を高橋博土の礁馨比（Ｓｉ０２／

Ａ１２０３）によって考へるに、原岩の翻長流蔽岩の略 ｌｏ内

外より本粘土の２５へと著しい増加傾向は、海底風化の傾

向を辿るものであろう。 叉粘土層直上のアルコーズ砂岩

の粒度組成について見ると、 その標式的組成の河口砂型

と沖砂型との中間型を示すことは・ 之を支持するもので

はあるまいか。 而して、下盤石炭層の生成環境が Ｐａｒａｌ－

ｌｉｓｃ｝ｌｅ であるうと考へられる事実も、 之に追加されるベ

百ＥＨＰＥＲＡＴＵＲＥ

きものと思考されるつ

　

然し海底風化の特性と言え れる
Ｋ２０の著しい増加については・ 之を表はし得ない。 これ

等のことを以て、 直ちに海底風化の産物と結論する÷ま早

計かも知れないが、 一態推定されるべき根拠を有してる
ものと考え、 敢えて述べたものである。 而して、この粘

土生成に当，っては、 充分な風化にまで到らなかったもの

と考えられる。

５）結

　　　　　

語

　

以上の実験結果から、 筆者はこの粘土を、
′メタペント

ナイト （ｍｅｔａｂｅｎｔｏｎｉｔｅ）と名付けたのであるが、 先に
Ｂｏｓｓ氏によって、ｍｅｔ三ｂｅｎｔｏｎｉｔｅ

　

の名を、北米中部及

東部地方のオルドヴイス系地層中の頁岩から産 する 含

アルカリ粘土に対して奥へたものとは、 異つた意味で興

へたものである。 即ち、 本粘土はアルカリ反礁を示し、
その脱水曲線はペントナイト構成鉱物たるモンモ・リオナ

イトの型を、 叉、 その屈折率もそれに近いと言う点、 然

しその膨潤性の甚だ劣る点等を考慮に入れて之を決定し

たものであり、Ｒｂｓｓ氏のアルカリの含有量大（Ｋ２０５．７２

Ｎａ２０ｔｒ）｝こ比べて若干本粘土の少い点や鉱物学的性質

も多少相違してるものであり、或いは準ベソトチイ ト

（Ｓｕｂ‐ｂｅｎｔｏｎｉｔｅ）と言うべきであろうｄ
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ＦｉｎｎｉｌｃＨ・ＨＡＲＡ： ＳｔｕｄｉｅｓｏｕｔｈｅＰｉｃｋｌｅｓ．（１）

，北方多季の家庭貯蔵食品の中で、大きなものの一つは

漬物でありませぅ． 実際に多期間私共が賞味するところ

の鰍漬・ｑヒ海道独特の漬物とされて居る） などは、それ

－薬だけで、 充分完全な惣菜として扱われてもよいもの

であり・ませぅ。 けれども、 どの家庭でも漬物は、たゞ主

婦の手加減によって塩加減されるために、 その要領を覚

え込むには数年乃至十数年、 或はそれ以上もか って経

験を積むのが一般の状態であります。・それにもかふわら

ず、 従来工業的食品の貯職に関しては大きな進歩を見せ

て居りますが、家庭食品の貯職については余り科学的な

研究が出来て居ない，様に思われます。従って家庭の主婦

は、
．貯蔵としての漬物については、‘少くも或る温度に於

て、 或る食塩量に於て、 或る期間に於ては、 味に、 持ち

に、 どの様な襲化があるか粒は、 幾年もの失敗の経験を

重ねることなしに、家庭の一般常識としたいものであり

ます。

　

以上の様な動機からこの問題について、 許される限り

研究を重ね、少しでも家庭食品貯職の面から家庭生活に

貢献したゞ希ひであります。

　

これからこ に述べる実験の前、 即ち昨年６月、 北大

農学部願用細菌学教室佐々木酉二教授の特別の御厚意に

依り、 日常生活に直接関係ある事柄を、微生物の面より

観察することについて、 御指導を賜はることになりまし

た。

　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　

最初は」台所の食器布巾の汚れ、及び洗い方に．よる細菌

数の比較、場所によって異る塞気中の細菌数の比較、飲

料水及びアイスキャソデ←等の細菌数の比較を実験し、

更に之等から分離した菌 （約２４種） の分類実験をするこ

とにしました。この実験の途中、 女部省より同教室に ６

ヶ月間の園内留学を命ぜられましたので、約２ヶ月間を

，そのま 分類実験に饗しました。その後、′佐々木教授よ

り「家庭食品の防腐及び貯蔵」の研究題を戴き、 その中

の“・部、「漬物の研究ｉ

　

をつゞけて居ります。 此の度、 更

にその中の一部分の実験結果を、 第一報●として報告致す－

次第であります。

　

この小実験報告をさせて戴くに当‐り、御指導と貴重な

実験資材の使用を許された佐々木教授、中根助教授、並

に同教室の職員の方々に深く感謝致します。
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